
 

 

 

 

博物館が第 42回ディスプレイ産業賞(2023)入選 

 

市博物館の展示室が、第４２回ディスプレイ産業賞（２０２３）の「文化・公共施設

部門」に入選しました。ディスプレイ産業賞とは、前年に竣工・開業した施設、開催し

たプロジェクト等のディスプレイ作品を募集し、賞揚の結果を公表することで、ディス

プレイ産業振興と社会的認知の向上を目指し、一般社団法人日本ディスプレイ業団体連

合会が開催しています。 

 

  

サマリー展示      基本展示室 

（画像提供：株式会社 丹青社） 

 

【賞の選考について】 

 博物館・美術館の「文化・公共施設部門」、ホテル・旅館の「余暇観光施設部門」、物

販店・専門店の「商業・複合施設部門」、ほか全６部門があります。 

学識経験者などからなる審査委員会において、社会性、新しい技術、話題性、経済効

果、景観、地域活性といった、デザイン重視ではなく、産業賞という名前にふさわしい

各地域に密接し地域活性化や経済活動に貢献したもの、話題性や新しい技術に優れたも

の等の項目を重視し、総合的に審査が行われ、大賞 1点、特別賞 1点、優秀賞６点、奨

励賞１５点前後の４つの入賞作品のほか、入選（本年は２４点）が決定されます。 
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